
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「品川区学力定着度調査」の趣旨 
 
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や

指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと

もに、区の教育施策に生かす。 

 

(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると

ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上

を図る。 

 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理

解を求める。 

令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から 

明らかになった課題と学力向上に向けた取組 

１ 調 査 日 令和７年４月１５日（火） 
 

２ 調査対象 品川区立学校 第２～９学年の全児童・生徒 
 
３ 調査内容 

教科に関する調査 
  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および 

活用の力を測る問題で構成 
 

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４～５学年> 国語、社会、算数、理科 
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７～９学年> 国語、社会、数学、理科、英語 

品川区立第四日野小学校 



【国語科】 

（１）国語科の定着状況についての概要 ※「七年」…本校を卒業した現在７年生の卒業生 

現

学

年 

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

二

年 

目標値 ８０．５ ６３．２ ６１．０ ８１．０ ５４．４ 

本校平均正答率 ８３．８ ６９．６ ６０．３ ８６．５ ６１．９ 

三

年 

目標値 ７５．５ ６５．４ ５７．０ ７８．４ ５６．３ 

本校平均正答率 ７４．５ ６５．１ ５４．５ ７７．１ ５７．４ 

四

年 

目標値 ７１．７ ６７．０ ６１．３ ７６．２ ６０．６ 

本校平均正答率 ７７．４ ７３．０ ６４．９ ８１．４ ６８．１ 

五

年 

目標値 ６５．８ ６０．７ ５８．０ ６６．４ ６０．０ 

本校平均正答率 ７４．５ ７７．２ ６８．５ ７７．２ ７６．３ 

六

年 

目標値 ６９．６ ６１．７ ５０．０ ７４．４ ４９．４ 

本校平均正答率 ８０．２ ７０．７ ６０．３ ８１．８ ６１．７ 

七

年 

目標値 ６１．８ ５５．９ ４６．０ ６３．５ ５２．２ 

本校平均正答率 ６８．０ ６４．５ ５３．５ ６８．７ ６１．３ 

・ ４～６年生は、全ての項目で目標値よりも平均正答率が上回っていることから、定着状況は良好

であるといえる。 

・ ２年生は、「主体的に学習に取り組む態度」のみ平均正答率が下回っているが、定着状況は概ね良

好であるといえる。  

・ ３年生は、平均正答率が目標値を上回ったのは「活用」の領域のみであった。基礎・基本、知識・

技能の定着に課題があることが明らかとなった。  

 

（２）具体的な課題  

・ ２年生と３年生は、「文章を書くこと」の項目が、目標値より平均正答率が下回り、課題が明らか

になった。  

・ ３年生と４年生は、「漢字を書くこと」の項目が、目標値よりも平均正答率が下回り、課題が明ら

かになった。  

（３）課題の原因として考えられること 

・ 経験したことや考えたことから書く内容を見つけ、何を伝えたいのか明確にすることが不十分だ

と考えられる。  

・学習した漢字をさまざまな場面で正確に使うことが不十分だと考えられる。  

（４）課題解決のための方策(取組指標) 

・ 昨年度から取り組んでいる週末日記に加え、周りの様子や日常に起こった出来事を書く活動を定

期的に取り入れ、書くことに慣れ、分かり易く表すことを身に付けるようにする。その際、学習し

た漢字を使用するように指導する。  

・ 文章や漢字に触れる機会を多くするために、読書活動を推奨する。 

（５）次年度の数値目標(成果指標) 

・ ４～６年生は、全項目で平均正答率が目標値を上回っているため、これを維持し、さらに平均正答

率の向上を目標とする。 

・ ２・３年生は、目標値より下回った項目を目標値に近づけることを中心に、平均正答率の向上を目

標とする。  

 



【社会科】  

（１）社会科の定着状況についての概要 ※「七年」…本校を卒業した現在７年生の卒業生  

現

学

年 

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

四

年 

目標値 67.6 67.0 57.8 70.0 60.0 

本校平均正答率 66.8 71.1 58.8 71.4 59.9 

五

年 

目標値 63.8 62.5 57.5 66.8 55.0 

本校平均正答率 66.4 69.5 66.0 68.7 64.4 

六

年 

目標値 70.3 55.5 59.4 67.5 56.9 

本校平均正答率 68.9 60.6 61.5 68.6 58.3 

七

年 

目標値 55.0 47.1 40.0 57.4 40.0 

本校平均正答率 73.5 63.9 59.8 58.8 41.0 

・ ４年生は、平均正答率が「知識・技能」「活用」において目標値を若干下回っているが、他は正答

率が目標値を上回っているので定着状況は概ね良好であるといえる。  

・ ５年生は、全ての項目で平均正答率が目標値を上回っているので、定着状況は良好であるといえ

る。  

・ ６年生は、「知識・技能」において平均正答率が目標値を若干下回っている。しかし、「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態度」「基礎」の領域において、平均正答率は目標値を上回ってい

るので定着状況は概ね良好であるといえる。  

（２）具体的な課題 

・ ４年生は、地図記号の理解及び、市の土地の利用・地図の読み取り、店の商品における外国の関わ

りについての資料の読み取り、火災発生時の連絡体制の資料の読み取りに課題が見られる。 

・ ５年生は、ダム・清掃工場の仕組みの理解と、先人の働きの複数の資料を基に判断する問題に対し

課題が見られる。 

・ ６年生は、国の位置や範囲・耕地整理・マスメディアについての理解、食糧生産・自動車生産の資

料の読み取りや判断、表現に課題が見られる。  

  ・本校は、「資料の読み取り」「資料に基づく思考判断」に課題があることが明白になった。  

（３）課題の原因として考えられること 

・ 地図記号や領土の範囲、我が国の周辺諸国への知識の理解が不十分と考えられる。  

・ 資料から社会的事象を読み取ったり、複数の資料を関連付けて考えをまとめて表したりすること

が不十分と考えられる。 

（４）課題解決のための方策(取組指標) 

・ 社会的事象に対し、ICT機器や資料映像を活用し、児童がイメージしたり、日常生活に結び付けて

考えたりできるよう授業の工夫を行う。 

・ 事実や資料から自分の考えを構築していくような学習活動を意図的に設け、さらに自分の考えを

表現する学習を継続して行う。 

・ 文章や資料を読んでイメージできる読み取りの力を付けるため、国語や社会で出てくる語句の意

味を、辞典等を活用して理解させる。 

（５）次年度の数値目標(成果指標) 

・ 各学年とも基礎・活用だけでなく、観点別正答率においても、目標値を上回ることを目標とする。 

 

 



【算数科】 

（１）算数科の定着状況についての概要 ※「七年」…本校を卒業した現在７年生の卒業生 

現

学

年 

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

二

年 

目標値 ８０．５ ５９．４ ６６．４ ８０．３ ５７．１ 

本校平均正答率 ８６．２ ５８．１ ６５．０ ８５．０ ５９．１ 

三

年 

目標値 ７８．３ ６３．０ ７０．５ ７９．４ ６３．６ 

本校平均正答率 ７６．５ ６０．５ ６７．６ ７７．９ ６０．２ 

四

年 

目標値 ７３．２ ６２．１ ７２．９ ７４．１ ６２．２ 

本校平均正答率 ８１．０ ７１．０ ８２．７ ８１．８ ７１．１ 

五

年 

目標値 ６９．２ ４５．６ ５１．０ ６７．１ ５５．９ 

本校平均正答率 ７６．９ ５８．２ ５６．７ ７６．２ ６４．６ 

六

年 

目標値 ６７．０ ５０．５ ４５．８ ６６．２ ４８．８ 

本校平均正答率 ７６．６ ６０．５ ５１．８ ７６．５ ５７．０ 

七

年 

目標値 ６９．６ ５２．９ ５４．９ ６７．５ ５２．１ 

本校平均正答率 ７３．５ ６３．９ ５９．８ ７３．２ ５９．９ 

・ ４～６年生は、平均正答率が全ての項目で目標値及び品川区平均正答率を上回るので、定着状況

は良好であるといえる。  

・ ２年生は、平均正答率が「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」で目標値を下回

っている。 

・ ３年生は、平均正答率が全ての項目で目標値を下回っている。  

（２）具体的な課題  

・ 全校的な傾向として、数と計算領域（特に計算）に課題が見られる。  

・ ２年生と６年生では、データの活用領域（棒グラフに表したり、二次元表を読み取ったりすること）

に課題が見られる。  

・ ３年生と６年生では、図形領域（箱の形や平行四辺形の作図）に課題が見られる。  

・ ３年生と４年生では、測定（かさや長さ）に課題が見られる。  

（３）課題の原因として考えられること 

・ 個数を数えてグラフに表したり、場面の様子から式に表したりする力が不十分と考えられる。 

・ 計算のきまり（結合法則や分配法則）を用いて式に表したり、答えを求めたりする力が不十分と考

えられる。  

・ 定規を使って決められた長さの直線をひくこと、コンパスを使って円をかくなど、作図の基本的

な技術が身に付いていないと考えられる。  

（４）課題解決のための方策(取組指標) 

・ 基本的な計算技能や計算のきまりへの理解及び活用を高めるために、はげみ学習での振り返りを

計画的に取り入れる。  

・ 長さを測る及び円をかくなど、道具を使う活動については、指導助手と連携したり、指導計画で習

熟の時間を増やしたりするなど、重点的に扱う。 

 

（５）次年度の数値目標（成果指標）  

・ 目標値より下回った項目を目標値に近づけることを中心に、平均正答率の向上を目標とする。 

 

 



【理科】  

（１）理科の定着状況についての概要 ※「七年」…本校を卒業した現在７年生の卒業生 

現

学

年 

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

四

年 

目標値 67.9 53.9 55.6 65.5 45.6 

本校平均正答率 66.8 51.4 51.6 65.4 39.4 

五

年 

目標値 67.2 54.2 63.6 68.8 46.1 

本校平均正答率 67.3 57.0 63.4 70.0 47.4 

六

年 

目標値 68.5 55.6 61.3 64.3 55.0 

本校平均正答率 73.2 58.1 66.8 68.1 57.7 

七

年 

目標値 66.1 58.8 62.5 67.0 54.5 

本校平均正答率 62.6 67.5 68.3 66.3 61.0 

・ ６年生は、全ての項目で平均正答率が目標値を上回っていることから、定着状況は良好であると

いえる。 

・ ５年生は、「主体的に学習に取り組む態度」において平均正答率が目標値を若干下回っている。他

の領域・観点は、平均正答率が目標値を上回っているので、定着状況は概ね良好であるといえる。  

・ ４年生は、全ての項目で目標値よりも平均正答率が下回っている。  

（２）具体的な課題 

・ ４年生においては、生命・地球領域における「植物の育ち方」、物質・エネルギー領域における「光

のせいしつ」への定着に課題が見られる。 

・ ５年生においては、生命・地球領域における「雨水のゆくえと地面のようす」「動物のからだのつ

くりと運動」の学習への定着に課題が見られる。 

・ ６年生においては、生命・地球領域における「天気の変化」の学習への定着に課題が見られる。 

・ 全体として、生命・地球領域において定期的な観測や観察をし、その変化を捉えるような学習単元

に課題が多く見られる。  

（３）課題の原因として考えられること 

・ 定期的な観測や観察の際に、「視点・予想と問題の明確化」や「経過・結果」、「考察・結論」を児

童に意識させることが十分でないことが考えられる。 

・ 観測や観察の結果から読み取れることを考え、そこから日常生活に結び付ける指導が必要である

と考えられる。  

（４）課題解決のための方策(取組指標) 

・ 問題意識をもって児童が授業に参加できるようにするために、実験や観察を行う際の視点を明確

化し、授業内でタブレットを活用して児童全体に共有する場を設ける｡ 

（５）次年度の数値目標(成果指標) 

・ 各学年、観点別正答率において区の平均正答率を上回ることを目標とするとともに、特に「生命・

地球領域」の正答率を上げることを目標とする。  

 

 

 

 

 

 



【英語科】  

（１）英語科の定着状況についての概要 ※「七年」…本校を卒業した現在７年生の卒業生  

現

学

年 

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

六

年 

目標値 ７４．６ ７０．７ ７９．２ ７３．４ ７１．３ 

本校平均正答率 ８１．０ ８０．７ ８３．６ ８１．２ ７７．７ 

七

年 

目標値 ６９．１ ７７．７ ７０．９ ７１．３ ７５．０ 

本校平均正答率 ８２。４ ９１．５ ８９．７ ８５．８ ９４．０ 

・ ６年生は全ての項目で、平均正答率が目標値を上回っており、定着状況は良好であるといえる。  

（２）具体的な課題 

・ 英作文、英文の完成において、英作文を書いたり、英文を完成させたりすることの定着に課題が見

られる。 

・ 書く領域において、アルファベットを正しく書くことにやや課題が見られる。  

（３）課題の原因として考えられること 

・ ６年生は、日常的に英作文を書く活動が不足していることが考えられる。 

・ 大文字と小文字で形の似ているアルファベットを、罫線のベースラインを意識して正しく書く練

習が十分ではなかったことが考えられる。 

（４）課題解決のための方策(取組指標) 

・ ＪＴＥと連携し、単語や文法が正しく扱えているのかを全体で確認し、正確な英語を使って活動

する時間を確保していく。 

・ 発音したり、聞き取ったりした単語や英文を文字として書き起こす活動を継続的に行う。 

・ 罫線を使ってアルファベットを正しく書くこと活動を継続的に行う。 

（５）次年度の数値目標(成果指標) 

・ 全項目で区の目標値及び平均正答率を上回っているため、これを維持し、さらに正答率の向上を

目標とする。  

 

 

 

 


